
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアセンターより 

 ６月２８日より、「２０１１夏・体験ボランティア」の参加申込み受付が始まりました（詳細は１面）。 

まずは、「夏休みを利用してボランティア活動を体験したい！」という中学生・高校生のみなさんが、いち

早くお申し込みに来られました。もちろん、ボランティアに関心のある中学生以上の方であれば、どなた

でも参加できますので、地域でボランティア活動に関心のある方も、ぜひ「はじめのいっぽ」としてご活

用ください。申込みは先着順です。思い立ったらお早めにボランティアセンターへ！お待ちしております。 

夏・体験ボランティア受付開始！ 

  夏ボラ参加者の笑顔をゲット！ 

活動期間中（８月１日～３１日）、活動先にボランティアセ

ンター職員が伺い、活動の様子を取材します。センター情報紙

９月号に特集記事の掲載を予定しておりますので、ご期待くだ

さい。 

今年はどんな笑顔と出会えるか…職員一同楽しみにしてい

ます。受入施設の皆様、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

７ 

  SHIBUYA－FM ７８．４ ＭＨｚ ボランティア情報が聴けます！！ 
 

     渋谷発のコミュニティＦＭ「ＳＨＩＢＵＹＡ－ＦＭ ７８．４ＭＨｚ」で、しぶやボランティアセ

ンターの情報が放送されます！午前１１時～１１時５８分に放送される“ＳＨＩＢＵＹＡ ＶＩＬＬＡＧＥ ＶＯ

ＩＣＥ”コミュニティインフォメーションのコーナーで紹介します。生放送のため変更があります。 

ボランティアセンタースタッフが渋谷マークシティウエストのスタジオからお伝えする最新情報、次回は 7 月

２７日の放送予定です。みなさま、お聞き逃しなく！！ 

 
✿ＳＨＩＢＵＹＡ－ＦＭ✿ ブログ http://ameblo.jp/villagevoice/ 

 

ちょっと読んでみますか。 

センターで貸し出している本の紹介です。 

『イラスト版からだに障害のある人へのサポート 子どもとマスターする４０のボランティア』 （横藤 雅人 編 北海道生活科・   

総合的な学習教育連盟ネット研究会 著   合同出版  ２０１０） 

 「障害」という言葉は、限定的なイメージや誤解を与えることがありますが、決して、誰もが同じよう

なハードルを抱えているわけではないのです。そして、そのハードルを越えるために必要な支援の形も、

ひとりひとり違います。大人も子どもも、まずは知るところから、ボランティアへつながっていきます。 

 

『ぼくはこう生きている 君はどうか 』 （鶴見 俊輔  重松 清 著   潮出版  ２０１０ ） 

  若者の間では「ガチンコ勝負」という言葉が転じ、本気で挑むということを「ガチ」というようです。

しかしながら生きるってことはいつだってガチンコ勝負。ガチで生きている人は、このタイトルのように

まず「ぼくはこう生きている」と自分から言えるわけです。今の教育・家庭・社会はどのような局面を迎

えているのでしょう。「君はどうか」と問われたら、あなたはどう答えますか。 

 

 

 


